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」と語ってくれたこと
は印象深い。イマームとは恐らく奉仕や貢献といった性格を帯びた役職なのである。
　それを裏付けるのが彼らの日常での役割だ。地元に良くない行動をとる若者がいれば，道端で，
あるいは家を訪ねた折にきちんと指導をする。しかもただ叱るのではなく，クルアーンの言葉を
引き合いに出して諭すという。一度でだめなら二度，そして三度まで粘り強く指導を繰り返すと
か。そういうことを期待して，イマームに説得を頼みに来るケースもある。大変であるにもかか
わらずイマームがこのような風紀指導に熱心なのは，せっかくナマーズを行っても，イスラーム
の決まりに合わないことをしているとナマーズの効果が消えてしまう，と考えられているためだ。
イマームは，良くない行動をとる人を救うために何も恐れないし，苦労を惜しまないと教えても
13） 定年退職した公務員が，あわててモスクに通うようになるというのもよく聞く話である。それまでは
職場での人間関係があったので心配なかったが，退職した途端，そういうつながりがなくなる。そこ
でモスクに出かけ，地域の人々とのつきあいを作ろうとするのだという。
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らったことがあるが，まさにその通りである。
　葬式の際にもイマームは人々のために貢献している。ウイグル族の葬式では，死者の身体をき
れいにぬぐい，白布を身体に巻かなければならないが，その仕事を誰に行わせるかはイマームが
決めて直接依頼する。また参列者に配るチャシカ（q@xkha）つまりドライフルーツやピーナッ
ツなどのお菓子やお金（遺体を洗ったり，墓穴を掘ってくれた人へのお礼），布（参列者が頭や
腰に巻く）をどのくらい用意するかも彼が決める。死者の家庭の経済状況を鑑みて決めるのであ
る。ということは，イマームは地域の各家庭の情況を詳しく把握しているということになる。実
はそれのみならず，一人一人の欠点から長所までその性格も事細かく把握しているのである。70
代のイマームであれば，同年代から40代くらいまでの人々についてはほぼ正確に知っているとい
う。
　このように地域社会と密接に結びついているからこそ，イマームには地域社会に起こる様々な
トラブル，例えばけんかや離婚，財産分与の争いなどの調停を頼まれることも多い。誰に聞いて
もイマームの仕事の一つとしてこの調停が挙げられるほどで，彼にとって代名詞的な活動のよう
だ。そして特筆すべきは，このように様々なところで地域社会に貢献していながら，そのための
報酬は一切もらわないということである。そうした活動でお金をもらうことはアラビア語の「ア
ラム」という言葉で表現されるそうだが，過ちなのだという。イマームはボランティアで全ての
仕事を請け負っている14)。彼は人格的に優れた人でなければならないと上に述べたが，その具
体的な中身は，「誰かのために尽くす」ことを厭わないということだったのである。
　そして，イマームが高度なイスラームの知識と理解を持っていることを考え合わせれば，彼の
このような人格はイスラームに由来することは想像に難くない。イマームにせよ，イスラームに
熱心な人にせよ，彼らが一番強調するのは「イスラームを超えないこと」である。これはクルアー
ンとハディース以外の本に書かれていることを信じたり，神以外の存在に祈願することを意味す
るが，逆に考えればムスリムの思考や行為は全てこの 2冊の本から形成されることになる。イマー
ムの「誰かのために尽くす」という精神はイスラームの教えだったのである。
　そして，このような精神は一般のウイグル族にも共有されているように見受けられる。例えば
葬式の際の儀礼的なやりとりに，それは明瞭に現れている。遺体を埋葬する際，イマームと参列
者の間に以下のような掛け合いがあるのである
イマーム：故人は皆さんに悪口を言ったかもしれない。皆さんとけんかをしたかもしれない。しかし彼
もこうして亡くなった。彼を許してあげますか。
参 列 者：許してあげます。
イマーム：故人がお金を借りたままで返せなかった人もいるでしょう。その人はここで名乗り出て下さ
14） 中国では，イマームは政府の一部門である民族宗教委員会に管理されている。彼らの生活費はそこか
らの給料と地域の人々の寄付からなる。イマームによってその給料は異なるが，今年（2010年）聞い
たところでは，ジュマ・ナマーズ（大規模な金曜礼拝）を行うようなモスクのイマームは毎月1000元
くらいだという。一方私が取材したある村の小さなモスクのイマームは，月150元で， 3ヶ月に一度
もらえるということだった。しかも給料が出るのはイマームになってから 3年後だという。彼らは国
家公務員ではなく，国家が承認する宗教専従者である。といっても，農業が生業で，そのかたわらイ
マームを行う人もいた。そもそもイマームはその仕事で給料をもらうこと自体「アラム」になるのだ
という。しかし本文で述べたように彼らの仕事は多忙である。日々のナマーズの主宰に加え，ナザル
や葬式，調停活動で週に 2， 3回は家を留守にしなければならない。どうしても本業に専念すること
が困難であるため，そのいわば補填としてこの給料が支給されているのである。
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い。（もし名乗り出れば，後で借金を返す相談をする）
イマーム：この人の一生のうちには，人の庭の果物をとったり，人のものを盗んで食べたことがあった
かもしれません。それも許してあげて下さい。
参 列 者：許してあげます。
　こんな感じの呼びかけがあるそうだが，もちろん現実に果物を盗んだりしたことを問題にして
いるのではない。イスラームの教えに反するような行為の比喩としてこういう表現をとっている
のである。それはともかく，葬式ではイマームから故人に対する許しが求められ，そしてその申
し出が人々に受け入れられる。葬式でもイマームは調停役を担い，人々はそれを受諾するのであ
る。埋葬が終わり，人々が 7歩去った瞬間から生前の行いについての審判が始まるそうだが，そ
んな重大事の間際になされるこの「許し」は決して口だけのものではないはずだ。現にこの掛け
合いの後，イマームが「神よ，故人に幸福をお与え下さい。どうか彼を受け入れてあげて下さい」
という意味のドゥアを行い，人々はそれに続く。そしてこのドゥアは，その後いわば半永久的に
行われ続けることになる。ウイグル族の墓地は住宅地や道路に面したところにしばしば設けられ
るが，それは通りすがりにいつでもこのドゥアをしてあげるためなのである。
　このように死者を許し，尽くすだけではない。イマームに調停を求め，その裁定を尊重するこ
とから15)，ウイグル族は日常から「許す」「譲る」ということを自らの行動の型にしているよう
に思われる。また前節で紹介したように，地域の公共工事への協力や寄付といったことが行われ
ることも併せて考えれば，彼らもやはりイマームと同様，「誰かのために尽くす」ことを重視し
ているのである。すぐ上に述べたドゥアの言葉を借りれば，「誰かを幸せにする」ことを願い，
行動すると言ってもいいかもしれない。ここまで何度も取り上げてきた「ジャマアットチリッキ」
の本当の意味，それは，お互いに幸せを送りあうことによって，みんなで気分良く過ごすことだっ
たのである。そして，再度強調しておきたいのは，「誰かのために尽くす」ことも「ジャマアッ
トチリッキ」もイスラームの教えに基づくものだということである。
2.　信仰の「生態学」
信念と利得
　ここまでウイグル族の日常生活に根を下ろしたイスラームについて点描してきた。あるいは逆
に，ウイグル族の生活習慣がイスラームによって規定されていることを示してきたと言ってもい
いかもしれない。葬式やナザル，ナマーズはもちろん，公共工事も寄付も全てイスラームに基づ
くものである。神への祈願と，神の求めに応じた信者の義務としてのジャマアットチリッキ。彼
らはこの二つをイスラーム信仰の実践と見なしている。そして後者の方は身分や立場に関わらず
実行されている。その意味でウイグル族は確かに熱心なイスラーム教徒なのである。
　それにしても，誰もが感じる疑問だと思うが，ジャマアットチリッキは果たして信仰などと呼
べるものなのだろうか。「誰かを幸せにする」ことは別に宗教と関係なく，誰が抱いてもおかし
くない思いである。にもかかわらずこれを信仰と見なすならば，そもそも信仰とは何なのだろう
と言いたくなってしまう。言い換えれば神を信じるとは一体どういうことなのだろうか。また，
15） イマームはふつう地域の人々によって選ばれる。イスラームの知識や理解に加えて人格が優れている
人がイマームに押されるのである。自分たちが「この人なら大丈夫」と思って選んだイマームだから
こそ，その言葉を尊重することになる。
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それはなぜ生じるのだろう。
　これらの様々な問いかけを考える上でとても大きな示唆を与えてくれたのが，浜本満の「信念
の生態学」という考え方である（浜本，2008）。彼は，何かを信じるとは，それがものであれ命
題であれ，「つねに複数のオプションの現実的な可能性と，そうした複数性をふまえた上での選
択──世界への実践的な関わりの中でなされている一種の賭け──の含意がある」と述べる（浜
本，前掲書：126）。要するに，様々な選択肢からあるものを選び，それに賭ける（浜本は「あて
にする」，「あてこむ」という言い方も使っている）ことが，すなわち「信じる」という行為なの
だ，と彼は断じている。大変説得力のある意見だ。これにならえば，神を「信じる」とは，つま
り神を「選び，賭ける」ということになる。様々な神から一つ選んだととらえてもいいし，神を
信じないというもう一つの「オプション」と比べた上で，あえて神を信じる方に「賭けた」，と
考えてもいい。いずれにせよ，これが信仰という行為の内実なのではないだろうか。
　また，なぜ神を信じるのかについても，信仰を「賭け」と比喩的にとらえれば，論理的に答えを
出せそうである。信じることが一種の「賭け」である以上，勝つこともあれば負けることもある。
それを承知で「ある神を信じる」ことを選んだとすれば，そこには「それが大きな利得──救い
と永遠の生命──をもたらす割の良い賭けである」（浜本，前掲書：127）という判断が働いたは
ずだ。つまり，イスラームを信仰すれば「得をする」可能性が高いと思ったから信仰し始め，実
際に「得し続けている」からこれをずっと信仰しているのである。
イスラームの「オプション」
　ただ，このあまりにも抽象的で功利主義的な論考は，たちまち次のような具体的事実に基づい
た批判にさらされそうだ。「ムスリムは生まれついてのムスリムである。あれこれ考えた末に，『よ
し，これがお得そうだからこれにしよう』などと選び取ったものではない」。全くその通りである。
ウイグル族ももちろん誕生以来，ムスリムとして様々な儀礼を経験し，いつの間にか自分はムス
リムであるという自己意識を獲得していくのであろう。幼児の頃には割礼を受けるし，名前はイ
マームに付けてもらった人も多い。また家庭ではナザルがしょっちゅう開かれ，イマームが美し
い声でクルアーンを唱えるのを何度となく聞いているだろう。毎年行われる犠牲祭や断食明けの
祭りでは学校も休みになり，その祭りに参加しなければならない。となれば，自分が例えば漢民
族とは明らかに違うことに幼少の頃から気づいていたはずだ。こうしてムスリムとしてのアイデ
ンティティが形成される。それはそれで決して間違いではないだろう。
　しかし，それにもかかわらず他の選択肢がなかったとは言えないのではないか。確かにムスリム
として生まれ，ムスリムとして育った。しかしだからといって，イスラームの様々な規定を実践す
れば天国へ行ける，と心から信じるようになるとは限らないからだ。気が抜けるほど単純でわかり
やすい例を挙げよう。私の知り合いのウイグル族の若者は，高校 2年の頃に初めてイスラームに目
覚め，一生懸命クルアーンを読み，イスラームについて勉強し，友達とそれについてさかんに議論
するようになった。逆に言えばそれまではそうしていなかったのである。何かがきっかけで，彼は
イスラームを信じ始めた16)。ムスリムとしてのアイデンティティそのものは物心ついた頃からあっ
ただろうが，それが彼の考えや振る舞いを規定するほどの影響力は発揮していなかったのである。
16） この若者の場合は，高校の級友からイスラームについての話を聞いたのがきっかけであった。その後
は彼のアドバイスの下，イスラーム哲学の解説書やインターネット上の HPなどで勉強し，イスラーム
への理解を深めていったそうだ。その友人を今でも「師父」と読ぶほど，深い影響を受けているという。
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そもそもクルアーンの知識がなければ，実践に生かしようもない。そうなれば，イスラームに合わ
ない行動をとってしまう可能性も出てくる。つまり他の選択肢を選んでしまうこともあるだろう。
　このような例は実は枚挙にいとまがない。上述の知り合いの若者から聞いた話だが，彼の叔母
が「来年，私の畑ではブドウが豊作になるわよ」と彼に語ったのだという。その時，彼はすぐに
気づいたそうだ，彼女が例の「ホダーイム・ブイリサ（もし神がお望みなら）」という言葉を付
けなかったことに。そして案の定，天候不順で彼女の畑のブドウは全て病気になって枯れてしまっ
た。彼によれば，「彼女はうっかり忘れたのではない。普段から神を軽視しているから言い忘れ
たわけだし，まただからこそ神は彼女のブドウが実ることを望まなかったのだ」という。彼女は
実は警官なのだが，イスラームの規範よりも公務員としてのそれに強く影響されていたのだろう
か。因みに単なる傍証にすぎないが，彼女は33歳で結婚している。比較的若い年齢で結婚するこ
とが多いウイグル族としては珍しいケースだ。イスラームでは結婚はスンナット（ムハンマドが
期待する義務）である。「＜結婚は信仰の半ば＞といわれ，結婚が強く奨励されている」という
（小杉，2002：356）。ウイグル族が早婚なのもムスリムの義務によるものであろう。そしてその
義務を実行しなかった彼女は，イスラームの対抗的オプション，例えば「経済的に自立できてか
ら結婚する」という現代中国の若者の価値観とか，「できるだけ結婚を遅らせる」という一人っ
子政策の規範の方を選んだと言えるのではないだろうか。
　またウイグル族にはイスラーム以外にもシャーマニズムや妖術，呪術が浸透しており，今でも
一定の影響力を持っている。例えば，いわゆるシャーマンであり妖術も行えるとされるバクシ
（bahxi）はクルアーンとは別の治療や呪詛の本を所有しており17)，それを学んで特殊な力を身に
つける。呪術師に相当するモルラ（molla）は，クルアーンやムハンマドが残したドゥアを徹底
的に学ぶ。特定の箇所を何百万回も読み続けるという。このような修行法を「カシーダ
（qh@sid@）」というが，これを成し遂げると何と精霊ジンと交流できるようになると言われている。
この能力を身につけたモルラは，ジンに話を聞くことで病気の治療を行っていくのである。この
ようなウイグル族の霊的職能者たちは皆，イスラームの規定に照らせば罪を犯した存在と見なさ
れる。クルアーン以外の本を信奉し，また神以外の者の力を借りているからだ。しかし，以前は
もちろん，現在でもバクシやモルラを目指す人はいる。私はある70代のイマームから，「実は14，
5 歳の頃，モルラの修行をしたことがある」と打ち明けられたことさえある。果ては，イマーム
でありながらモルラの活動も行い，バクシと疑われていた人も知っている。イスラーム以外のオ
プションはちゃんと存在してきたのである。
　この章の冒頭で，果たして信仰と言い得るのかどうか疑わしいとした「誰かを幸せにする」と
いう考え方にしても，「自分さえよければ他人はどうなってもいい」，とか「他人であれ何であれ，
自分の利得のためなら何でも利用する」という対抗的な選択肢がある。実際，そのようなウイグ
ル族はいる，と常に噂されている。「公安局のスパイ」という言い方で後ろ指を指される人は結
構多い。そういうオプションがある以上，「誰かのために」という思いもまた「選ばれ，賭けら
17） 私はこれまでバクシを霊的治療者とし，ジョディギャル（jodig@l）と呼ばれる者を妖術師と考えてきた。
ジョディギャルは，干し果物や卵などに呪いの言葉を吹き込み，それを食べさせて病気にさせるとか，
玄関の敷居に同じ処置をした釘などを埋め込んで，そこを通る人を病気にしたりする。一方バクシは
病気の治療だけを行うと考えていたのだが，2010年 8 月の調査では，誰もが異口同音にバクシとジョ
ディギャルは全く同じ存在だと語ってくれた。依頼があれば一方でジョダ（災い）を送り，一方でそ
れを消去するのだという。
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れた」信念，つまり「信仰」だと言い得るのである。
信仰の理由
　とすれば，私がこれまで常に取り組み続けてきた，「なぜ信じることができるのか」という疑問
にも一つの答えを見出すことができそうな気がする。例えば上述したバクシは，真っ赤に焼いたス
コップを患者の傍らに置き，それを裸足で踏みつけた後，すぐさまその脚で今度は患者を踏みつけ
るというような治療を行う。そうすることによって彼の病気が治ると語るのである。また，モルラ
は精霊ジンと話をして，患者の病気や治療法を知るという。そういうことをバクシやモルラ自身が
語り，またそれを当たり前のように受け止めるウイグル族がいる。またそんなことはあり得ないと
言いながら，「しかしクルアーンを唱えながら患部を抑えれば，頭痛や歯痛くらいなら治る」と語
る人もいる。どっちにしても不合理なことだとしか私には思えないのだが。そのような語りを聞いて，
彼らはバクシやモルラの治療を「信じている」のだと私は考えた。そして，ウイグル族はなぜこの
ような非科学的なことを「信じる」のか，という問題を立て，研究テーマの一つにしてきたのであ
る18)。色々と考えてきたが，今回参考にした「信念の生態学」からも一つの解釈ができそうだ。要
するに彼らは，治らないという可能性と引き比べて，治る方に「賭けていた」のである。
　ではなぜ治る方に賭けるのだろう。そんな方法では治らない，と科学的・合理的に考えるのが
普通ではないだろうか。現に，バクシやモルラの治療など「信じない」という人もやはりいくら
でもいるのである。「信じる」か「信じない」か，言い換えれば「賭ける」か「賭けない」かは，
どうやって決まるのだろう。バクシやモルラの例について言えば，やはり「利得」ではないだろ
うか。信じた方が得だと思えばそうするし，損だと思えばそうはしない。実際「病は気から」な
のだから，治ると強く信じた方が良い結果を生むかもしれないのである。
　もちろんある信念が選ばれるのは，利得からだけではない。浜本が挙げている「世の中なにご
ともうまく行かないようになっている」という信念について言えば（浜本，2008：141），現実に
何もかもうまく行かなければうまく行かないほど，この信念は強固になっていくはずだ。このよ
うに利得がないことでかえって信念が強化されることは確かにある。しかもこの場合，この信念
を持っているが故に「実行に身が入らず，必要な配慮や準備も怠るかもしれないので，その結果
実際に事はうまく運ばなかったりする。かくして自分の振る舞いを通じて彼は当初の信念を真理
化してしまうわけである。このように信念が，自らを真理化するプロセスを内蔵している場合，
それがもたらす利得のいかんにかかわらず，まさに真理であることによって存続し，場合によっ
ては言説空間を席巻しうる」（浜本，前掲書：141）。要するに，ある信念が放棄されず，むしろ
より強く信じられていくためには，利得を得られるかどうかではなく，真理へと進化できるかど
うかの方が重要である。ただし，「真理化」されるかどうかは，一般的には「特定の信念に導か
れた実践──その信念が述べているところの事実を『あてこんだ』さまざまな活動──の帰結」
（浜本，前掲書：140）つまり「なんらかの利得」次第であることは間違いない。「何をしてもど
うせダメ」という信念にしても，結局汗水流して努力をすることをしないわけだから，この信念
のおかげで楽ができたという意味では「利得」を得ているとも考えられる。
18） 例えば，バクシやモルラは治療に際して，その前後に必ずクルアーンの読誦を入れたり，体を清める
などナマーズと同じような段取りで進める。そのため患者は，彼らの治療をイスラームと錯覚してし
まう。そこで，信じれば神によって救われるという論理的秩序に乗せられ，自分の病気も好転するは
ずと思いこんでしまうのではないかと考えたことがある（西原，2004）。
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　話をイスラーム信仰に戻そう。ここまでイスラーム信仰は「賭け」だなどという発想がさらさ
れるであろう異議を想定し，検討してきた。その上で結論づければ，やはりこう言わざるを得な
い。イスラームに「賭けた」方が「得」をするからそうしたのである，と。例えば前章の冒頭で
紹介した，未来の希望を語る際には「ホダーイム・ブイリサ（もし神がお望みなら）」を付ける
という習慣について考えてみよう。なぜこれを行わなければいけないと考えるのだろう。もちろ
ん既に紹介した彼の叔母の場合のように，現実にそれをしなかったから本当に不幸なことが起こっ
たケースもあるだろう。だが，実際にはそういう言葉を使わない非ムスリムにも良いことは起こ
るし，悪いことも起こる。合理的に考えれば，この言葉を付けなければならないという信念は，
現実的な結果だけから強固なものになったわけではない。
　ではなぜこの信念が真理化したのか。ここで先ほどの「世の中なにごとも……」という信念を
思い出したい。信念自体にその信念が高い確率で真理化するような要素が含まれているケースだ。
「ホダーイム・ブイリサ」も実はこれに当てはまる。この言葉は仮定の話をしており，これを付
ければうまく行くということを話者に約束するものではない。そのため，どちらに転んでも信念
自体には傷がつかないようになっている。つまり，いつも真理なのだ。従って，「この言葉をちゃ
んと付けたのになぜ成功しなかったんだ。もう二度とこんな言葉なんて言うもんか」と，信者が
この信念を放棄することなどありえない。さらに，どんな悲惨な結果になろうと「これも神の意
志」だと納得することができる。直接的には自分の努力不足や誰かの邪魔でそうなったとしても，
それもまた神の思し召し，ということになれば過度に自分を責めたり他人を恨んだりしてストレ
スを溜めることもなくなる。一種の利得も得られるのだ。真理でありなおかつ利得もある信念，
それが「ホダーイム・ブイリサ」を必ず付ける，ということなのである。
　もちろん，この信念が真理となる前提として，神への絶対的な信頼，依存つまり「信仰」という
ものがなければならない。「神が同意しないのなら仕方がない，そんなことを望んだ自分が間違っ
ていた」と諦められるほどの，神の絶対性についての信念はなぜ生まれたのだろう。すでにその
答えは提示している。イスラームの神を信仰する方が他のオプションに比べて利得があると思った
からだ。ではその利得とは何だろう。これもまたすでに提示してきた。「誰かを幸せにする」とい
う意識を常に持っていれば，いつも気分良く「ジャマアットチリッキ（みんなが集まること）」
を実現することができる。家庭や職場，そして地域に和や一体感があるとすれば，こんなに幸せな
ことはないだろう。最高の利得である。イスラームを信仰すれば，社会の平和と友好という利得が
確実に得られる。だからウイグル族の人々はこれを選んだ。個々に，人生のどこかで。そしてそれ
に賭け続けている。少数民族として生き続けるために何より大事な民族内部の絆を得るために19)。
これがウイグル族のイスラーム信仰の原点なのではないだろうか。
19） 私が「ウイグル族」という言葉を使うとき，それは基本的には新疆ウイグル自治区東部にある哈密（コ
ムル）地区に住むウイグル族を想定している。私のこの10年来の主たる調査地がここだからだ。この
哈密のウイグル族から，ナザルを行うのは自分たち哈密のウイグル族だけだと聞いたことがある。し
かし現実には新疆全体でこれが行われていることを知った。そのことを指摘すると，今度は「確かに
その通りだが，哈密は特にナザルの回数が多い」と返されたことがある。このやりとりには以下のよ
うな意味があるのではないだろうか。一般的に哈密のウイグル族は他の地域のウイグル族に対して優
越感を抱いており，あれこれと優れた点を言い募ることが多いことから，要するにナザルもまた彼ら
の自慢の種の一つなのである。生者と死者，そして生きている者同士の絆を生み出すナザルに，どこ
に出しても恥ずかしくないほど力を入れていると言ってもいい。このことからも，哈密のウイグル族
にとってのイスラームとは，何より「ジャマアットチリッキ」の実現だということがわかる。
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　あるウイグル族の青年が私に語ってくれたことがある，「心の中で私はムスリムだと強く念じ
れば，あなたはムスリムだ」，と。やはり彼らはムスリムに生まれるのではない。ムスリムにな
るのである20)。
お　わ　り　に
　イスラームという言葉が「狂信」といったような色彩を帯びてとらえられることは，恐らく少
なくない。この論文を書いているさなかには，アメリカのあるキリスト教会の牧師がクルアーン
を焼却する計画を立てている，などという記事が飛び込んできた。イスラームを「邪悪な宗教」
と見なし，その「危険性」について啓発するためだという（望月，2010）。今だにこれがイスラー
ムのイメージなのだ。こういう報道に出会う度に，やはりイスラームの実像を，少なくとも私自
身が経験してきた生のイスラームを報告し続けることが必要だと痛感する。
　今回の論考では，まずはウイグル族の日常生活におけるイスラームに焦点を当て，その信仰が
実は割と当たり前な倫理・道徳的なものであることを明らかにした。そして，その上でウイグル
族の信仰を「信念の生態学」という考え方によって分析し，彼らは民族としてのまとまりを得ら
れるのでイスラームを信仰しているのではないかと提案した。彼らはつながりが得られるかどう
かという冷静で主体的な判断の上でイスラームを選択し，それを利用しているのである。個人主
義や能力主義といった数ある「主義」からそれを選び取ったわけだから，イスラームもまた一つ
の「主義」にすぎないと言ってもいいだろう。その意味で，ウイグル族のイスラームは決して「狂
信」的なものではない。しかもその利得は，誰かに尽くして喜んでもらい，みんなが気分良く暮
らすことにすぎない。こんな当たり前でささやかな願いを実現することを確実にしてくれるから，
イスラームを選んでいるのである。これの一体どこが「邪悪」で「危険」だというのだろう。
　もちろんウイグル族によるテロ活動は相変わらず散発的に発生している。昨年（2009年） 7月
5日の大規模な暴動事件も記憶に新しい。しかしそれは今回の論考の反例ではなく，私が本稿で
提示してきたイスラームに対抗する信念，つまりオプションと考えたい。ウイグル族全員が一枚
岩で同じようにイスラームを信仰している，というイメージの方が逆に非現実的であろう。様々
な「対抗的信念」が「せめぎ合い，渡り合う」中で（浜本，2008：144–145），ある信念がシェア
を広げることもあるだろうし，覆されることもある。それが「信念の生態学」だ。そして，私が
長年つきあってきた哈密のウイグル族においては，「誰かを幸せにする」ことが何より大切，と
いう信念が広く普及しているように思われる。それが彼らにとっての現在のイスラームなのだ。
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